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Ashoka Trust for Research in Ecology and the Environment (ATREE) は、インドの天然資源を保全し、

資源破壊につながらないように使用することを目的として活動している、バンガロール市に本部

がある非営利のトラストです。

「我々が求めていたのは、エコロジーと環境の調

査に関連する空間情報にオンラインでアクセスで

きるようにすることでした。そしてその答えが 
MapXtreme でした」

Mohammed Irfan Ullah 博士

エコインフォマティクス センター コンベナー

概要

課題

ATREE は、互いに関連する科

学的知識を組み合わせて天然

資源の管理と保全の問題に対

処する必要に迫られました。

そこで、情報技術とエコロジ

ーの知識を結集して、インド

の天然資源の保全と的確な管

理を促進するセンターを設立

することになりました。

ATREE は、MapInfo の 

MapXtreme® Java マッピング開

発ツールを使用して、エコイ

ンフォマティクス ポータル 

(www.ecoinfoindia.org) を 作 成

しました。このサイトには、

Web 対応の GIS 機能があり、

インド国内外の科学コミュニ

ティ向けに、保全と環境に関

連する地理情報を無償で提供

しています。このポータルの

ユーザーは、さまざまな種類の

データのビジュアル化、分析、

および統合を実行できます。

解決法

企業

Ashoka Trust for Research in Ecology and the 
Environment (ATREE、www.atree.org) は、インド

の天然資源を保全し、資源破壊につながらないよ

うに使用することを目的として活動している、バ

ンガロール市に本部がある非営利のトラストで

す。1996 年の設立以来、ATREE は、地方自治体

や、州および政府の当局から、環境保全や地球に

優しい開発に関する多数のプロジェクトの計画と

実行のサポートを委任されてきました。また、差

し迫った環境問題に対処するための科学的資本や

社会資本を整備して、インドに多大なる影響を与

えてきました。国内外のさまざまな環境保全プロ

グラムにも関与しています。

問題

ATREE は、互いに関連する科学的知識を組み合わ

せて天然資源の管理と保全の問題に役立てるため

の包括的なしくみを早急に確立する必要に迫ら

れ、エコインフォマティクス センターを設立する

プロジェクトに着手しました。このセンターの狙

いは、情報技術とエコロジーの分野の知識を結集

して、インドの天然資源の保全と適切な管理を促進

することにあります。また、エコインフォマティク

ス分野の応用研究や対応力強化において、インド国

内外での協力関係を積極的に推進します。

このセンターには、University of Agricultural 
Sciences、Hewlett-Packard 社、NCL Centre for 
Biodiversity Informatics (NCBI) が協力しています。

また、国連基金 (United Nations Foundation) や 
Indo-US Science &Technology Forum の支援を受け

ています。

このセンターでは、さまざまなサービスの一環と

して、エコインフォマティクス ポータル 
(www.ecoinfoindia.org) を立ち上げることにしまし

た。このポータルには、Web 対応の地理情報シス

テム (GIS) 機能を用意し、環境と保全に関する地

理情報をインド国内外の科学コミュニティに無償

で提供します。このポータルのユーザーは、さま

ざまな種類のデータのビジュアル化、分析、およ

び統合を実行できます。

ソリューション

Web 対応の GIS ポータルの開発にあたって、特に

重要なポイントの 1 つが、安定した稼動と安全な

データ転送を実現できる、堅牢なプラットフォー

ムを構築するということでした。加えて、Linux 
など他システムでのホスティングや移植という面

をふまえた、プラットフォームの相互運用性や、

製品全体のパフォーマンスの安定性も、ポータル

の成否を決める重要な検討事項でした。

ATREE の開発チームは、これらの重要ポイントを

念頭に置きつつ、Web ベースの先進の GIS 製品の

検討に取りかかりました。速度やその他の機能の

面から、いくつかのマッピング ソフトウェア ソ
リューションを評価し、厳格な選考プロセスを経

て ATREE 開発チームが選択したのは、MapInfo の 
MapXtreme Java マッピング開発ツールでした。

MapXtreme® Java™ は、インターネットや企業のイ

ントラネットまたはエクストラネット経由でロ

ケーション インテリジェンスを使用できるように

デザインされた、100% Java のマッピング サーバ

です。

「ATREE では、GIS ラボラトリの計画立案の段階

から、地理空間データの管理や処理には MapInfo 
をメインで使用してきました。1997 年から MapInfo 
を使用している我々としては、MapXtreme を採用

することは自然な流れのように思えました。しか

し、チーム全体で正式な決定に至ったのは、非常

に厳格な機能比較と評価のプロセスをクリアした

からこそです」。そう語るのは、ATREE のディレ

クタである Gladwin Joseph 博士です。

www.mapinfo.com



MapInfo 

メリット

「1997 年から MapInfo を使用している我々としては、MapXtreme を採用する

ことは自然な流れのように思えました。しかし、チーム全体で正式な決定に

至ったのは、非常に厳格な機能比較と評価のプロセスをクリアしたからこそ

です」
Gladwin Joseph 博士 (ATREE ディレクタ)

「MapInfo MapXtreme を使用

するメリットは計り知れま

せん。Linux 上でソリュー

ションを開発できるため、

プロプライエタリな OS や

高価な開発ツールにかかる

コストを削減できます。機

能を 1 からコーディングす

る場合に必要な時間と労力

を、アプリケーションの機

能を増やしたり、より多く

のデータを追加したりとい

う作業に回すことができま

した。おかげで、エンド ユー

ザは、あちこち移動しなく

ても、機能を最大限に活用

できます」

Mohammed Irfan Ullah 博士 

(エコインフォマティクス 

センター コンベナー)
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結果

ATREE の地理情報システム / リモート セン

シング (GIS/RS) ラボラトリは、調査、サービ

ス、およびアウトリーチを通じて、ATREE 
のミッションを支えています。このラボラト

リのメンバは、ATREE に属する他の科学者

たちと密接に協力して、調査プロジェクトの

開発と推進を行います。GIS/RS ラボラトリ

では、環境保全のプランニング、土地利用と

土地被覆変化の調査、森林や流域の調査、環

境保全のためのツールの開発において、

MapInfo テクノロジが提供する空間情報を大

いに活用しています。

ATREE の開発チームは、WebGIS ポータルの

開発、テスト、導入を、わずか 3 か月で済ま

せることができました。その過程では、

MapInfo のオンラインの開発者コミュニティ

の情報が支えになりました。そして、2005 年 
5 月、ATREE は、インドで最初のエコインフォ

マティクス センターを立ち上げました。ここ

では、エコロジー的な問題や生物多様性の保

全についての調査を目的とした、オンライン

のマッピングおよび分析アプリケーションが

提供されています。

利点

「我々が求めていたのは、エコロジーと環境

の調査に関連する空間情報にオンラインでア

クセスできるようにすることでした。そして

その答えが MapXtreme でした。マップを作

成したり、情報に基づいた分析を実行できる

のは、MapXtreme のおかげです。我々は、消

滅しつつある生物多様性を保全する必要があ

ります。マッピング アプリケーションによっ

て、データを視覚的に表現できるようになっ

たおかげで、その必要性に的確に対処するた

めの、重要かつ新鮮な洞察を得ることができ

ます」。エコインフォマティクス センターの

コンベナーである Mohammed Irfan Ullah 博士

はそう語ってくれました。

エコインフォマティクス センターのポータル

の Web 対応 GIS 機能は、さまざまな用途で

使用できます。たとえば、森林部局の施策担

当者は、特定の林型で、指定した最低限のレ

ベル以内で固有種の植物が生息しているすべ

ての地区をマッピングできます。あるいは、

野生生物の管理について学んでいる学生は、

絶滅危惧種の分布予想図をマッピングできま

す。この機能は、環境保全に取り組むコミュ

ニティにとって、重要な支えになります。

このポータルにあるのは WebGIS 機能だけで

はありません。生物多様性の重要拠点として

世界的に注目を集める、西ガーツ山脈につい

ての情報も豊富です。この情報は、ATREE 
とそのパートナー機関による、約 10 年間に及

ぶ生態系と環境についての調査の成果による

もので、地図の形でまとめられた、付加価値

のある情報です。政策立案者 (特にインド環境

森林省の担当者)、森林部局の担当者、研究

者、学習者、教育関係者など、さまざまな関

係者に役立ちます。

Irfan 博士は次のように述べています。「MapInfo 
MapXtreme を使用するメリットは計り知れま

せん。Linux 上でソリューションを開発でき

るため、プロプライエタリな OS や高価な開

発ツールにかかるコストを削減できます。機

能を 1 からコーディングする場合に必要な時

間と労力を、アプリケーションの機能を増や

したり、より多くのデータを追加したりとい

う作業に回すことができました。おかげで、

エンド ユーザは、あちこち移動しなくても、

機能を最大限に活用できます」

今後 ATREE は、新たなインターンシップ プ
ログラムを立ち上げることを計画していま

す。国内外の学生から選抜したグループが、

MapInfo テクノロジを使用して、WebGIS 関
連のツールやアプリケーションを JAVA で開

発するというプログラムです。この計画は、

インド国内の主要な理工系大学をはじめ世界

中から学生インターンを迎え入れるという、

ATREE が現在も続けているインターンシッ

プ プログラムの一環です。

WebGIS ポータルは、インドの生物多様性の調
査に役立つ、ビジュアル化と分析の強力なツー
ルです。
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